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第1章 ガイダンス

レポートの採点法と期限

レポートの採点法と期限については第一章に記す。オフィ

スアワーは研究棟 B 5階 B506室にて月曜日 10:40～12:10
とするが、在室中は随時質問を受け付ける。なお、問題に

よっては解答例を付してあるが、これが誤っている場合も

あるので注意すること。

GPAに関する重要な注意事項

学生便覧には「成績の評価は、A、B、C、D、および、F
の 5段階により評価し、これらの評価内容とグレードポ
イント (GP)は次のようになる」

評価 評価の内容 GP

A 特に優秀な成績 4

B 優れた成績 3

C 標準的な成績 2

D 合格と認められる最低の成績 1

F 不合格 0

と記載されている。例えば、12科目を受講し、ほとんど
が Cの評価の次の学生の成績について考えてみよう。

科目名 評価

科目 1 C=標準的な成績

科目 2 C=標準的な成績

科目 3 C=標準的な成績

科目 4 C=標準的な成績

科目 5 C=標準的な成績

科目 6 C=標準的な成績

科目 7 C=標準的な成績

科目 8 C=標準的な成績

科目 9 C=標準的な成績

科目 10 C=標準的な成績

科目 11 C=標準的な成績

科目 12 D=合格と認められる最低の成績

最後の科目以外は総て「標準的な成績」であり、最後の科

目でさえも一応「合格」になっている。この成績を見て、

ほとんどの人は「標準的」な学力を持っていると判定され

たと感じるだろう。ところがこの感想は正しくない。誰も

が持つ感想とのずれがあるかもしれないが、少なくとも

北海道教育大学における成績の評価においては上記感想

は正しくない。このようなことが生じるので「GPAに関
する重要な注意事項」というこの項目をここに作ってお

いた。

では、北海道教育大学における成績の評価に基づいた正

しい感想とはいったいどうなるのだろうか。それを理解す

るためにグレードポイントの平均値 (つまりGPA)を計算
してみよう。評価 Cの GPは 2であり Dの GPは 1であ
る。したがって上記成績の GPAは必ず 2.0未満になる。
2.0未満の GPAでは「親密な指導を受けるべき成績」と
いうことになる。決して「標準的な成績」にはならない。

不審に思うかもしれないが、そう思う人は学生便覧の中

の北海道教育大学の成績の評価方法及び履修登録単位数

の上限並びに修学指導等に関する取扱要項第 7の 2の (7)
の項目を見てみると良い。そこにきちんと記載されてい

る。GPAの観点からは上記成績は「標準的」な成績では
決してなく、「親密な指導を受けるべき」成績不振に該当

するのである。

評価内容から予想される判定とGPAから予想される判
定が一致しないのはなぜだろうか。この理由はいろいろ

考えられるかもしれない。ここでは、評価内容から予想さ

れる判定とGPAから予想される判定が一致するようにす
るにはどうしたら良いかを考えていこう。一つの方法が評

価内容を以下のように変更する方法である：

評価 評価の内容 GP

A よい成績 4

B ふつうの成績 3

C ダメな成績 2

D かなりダメな成績 1

F 論外の成績 0

この変更の肝は Cを「標準的」にはせずに「ダメ」にし
ていることである。このように評価内容を変更すると先

ほどの 12科目の成績は

科目名 評価

科目 1 C=ダメな成績

科目 2 C=ダメな成績

科目 3 C=ダメな成績

科目 4 C=ダメな成績

科目 5 C=ダメな成績

科目 6 C=ダメな成績

科目 7 C=ダメな成績

科目 8 C=ダメな成績

科目 9 C=ダメな成績

科目 10 C=ダメな成績

科目 11 C=ダメな成績

科目 12 D=かなりダメな成績
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問題 15.5メスシリンダー
メスシリンダーの目盛りを読む位置として正しいものを

記号で答えなさい。

問題 15.6顕微鏡
顕微鏡は図 15.2のような形をしていて、プレパラート
上の物体を拡大して見る。

図 15.2: 顕微鏡

問題：顕微鏡の使い方の順に下記項目を並べなさい。

(a) 顕微鏡を日光が直接当たらない水平な台の上に置き、
明るい方向に向ける。

(b) 最も低い倍率にし、反射鏡の向き変えて明るく見え
るようにする。

(c) プレパラートを作り、ステージの中央に置いて、押
さえる。

(d) 横から見ながら調節ねじを回して、対物レンズとプ
レパラートをできるだけ近づける。

(e) 接眼レンズをのぞきながら調節ねじを逆に回して対
物レンズとプレパラートを離していき、はっきり見

えた所で止める。
(f) 観察する部分が中央に見えるようにプレパラートを
動かす。（ふつう、接眼レンズで見える方向と反対方

向へプレパラートを動かす。）
(g) 観察したいものが小さな時は倍率の大きな対物レン
ズに換える。


